
次の方程式の異なる実数解の個数を求めよ。１

　 　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　

次方程式 が異なる 個の実数解をもつように，定数 の値の範囲を定２

めよ。

６‐９　方程式への応用
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方程式 が異なる 個の正の解と 個の負の解をもつように，定数３

の値の範囲を定めよ。

曲線 と直線 が異なる 点を共有するとき，定数 の値の範囲を求４

めよ。

方程式 が異なる 個の実数解をもつとき，定数 の値の範囲を求めよ｡５

６‐９　方程式への応用
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